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秘昂折召１２

［特集］プラング文庫研究の１０年
・プラング文庫とデータベースの完成
●占１ｌｆｉ川（１９４５～１９４９）ＧＨＱの出版物検閲
・占領下目本の情報宇宙とＦ原爆ＪＦ原子力］
・ＧＨＱ検閲と「古典」評価の変容
・ＧＨＱ占領川における在日朝鮮人団体機関紙の＝１１１誌的研究
・戦後占領川の朝鮮人学校教科書に見る「民族意識」
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占領下日本の情報宇宙と「原爆」「原子力」
-プラング文庫のもうひとつの読み方

加藤哲郎

１ は じ め に 一 占 領 下 の 日 本 で 原 爆 報 道

は 消 え た か？

木橋は、２０ｎ年・１０月１５日、２０世紀メディア

研究所画語陽腿参些。会での筆者の報告『占領下日

本 の ｒ 原 子 力 』 イメ ー ジ ー ヒ ロ シ マ か ら フ ク
シマヘの助走ｊを、方法論的に吟味し、内容を

補足するものである。３月１１日の束日本大震災

りｉｉ鳥原発小故に触発された当日の柵告そのも

のは、すでにウェブ上に公開し、多くの反響を

得て、データや参七文献リストは更新されつつ

ある（柚ｐ：／／ｍｅｍｂｅｒｓｊｃｏｍ．ｈｏｍｅ．ｎｅｊｌ）／ｋａｔｏｔｅ／

（）ｃｃ１は０１１１．ｈｔｍＤ。

報告当日は幸い多くの研究者・メディア関係

者の川席を似、ｒｌリ友町川』１０月２５日Ｆメディ

ア観帛」、「毎日新聞」１１月２Ｅけことばの岡辺」

などでも収り上げられた。

●「安全神話」の背後にあったｒ占領期原爆報

道の消滅」神話

報告では、故Ｍ木仁三郎が「日本を滅ぼす９
つの呪縛ｊとして挙げた、①爪子力は無限のエ

ネルギー源、②原子力は石油危機を克服する、

③原子力の平和利川、④原子力は安全、⑤原子

力は安い電力を供綸する、⑥原発は地域振興に

寄与する、⑦原子力はクリーンなエネルギー、

⑧核燃料はリサイクルできる、⑨日本の原子力

１４

妓術は優秀（『原子力ＭＩ謡からの解放』講ｊむｔ
文庫）にならって、①原爆はナチス・ドイツヘ
の必９悪、②原爆で早川終吸・犠牲最小化、③
ＥＩ本はｕｆト・の被爆国、④原子力時代＝第３の火、
⑤国辿・国際竹理で平和利川できる、⑥科学者
の良心で統仰可能、⑦社会主義の核は平和の
ため゛てご防衛的、⑧核兵器は抑止力、原発は潜在
的抑止力、⑨Ｅ】本人の核アレルギー、⑩占領期
原爆報道の消滅、を１ぽ史的・政治的（原爆・原
発神話ｊとした。そしてＦ原子力ひ）平和利川」
に導いた神話として、さしあたり「占韻脚１原爆
報道の消滅ｊを資料的に検討し確かめる千法を
採った。
そのさい念頭においていたのは、１９４５年９月

２１日ＧＨＱｒプレスコード」以降の原爆報道の
検証である。占領終了直後から、｛原子力問題
においての検閥はきびしく、もちろん広島、長
崎の有様、１｝；’（爆の残虐性など書くことは許され
なかった時代）と描かれた（武谷三男ｒ続・弁
証法ひ）諸川題」１９５５［はしがき］）。プレスコー
ド以前の８ｆｌ敗幟峙は原爆報道が砿れていたの
に、「占領が終わるまでは、マス・メディアに
よる原爆に関する幟道は一切礎を消す」（抽升・
林二郎「原爆はいかに樅道されたか」、原爆体
験を伝える会編『原爆から原発まで一核セミ
ナーの記録』上、アグネ、１９７５）、「原媒帆道を
やろうと思えばできた峙代だｊが「原爆樅道は
あまりなかった」（朝日新闘祀者岩曜弘「報道
に見る原爆と原発」同前）とも述べられた。ご
く最近でも、ｒ原爆が甚｜けないことは記者のだ
れもが知っていた」（「仙日報諭誰原発とメディ
ア：「平和利川」への道⑥」２０ｎ年１０月１１日夕
刊）と、「占領川原鯉報道の消滅ｊが繰りかえ
されてきた。
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●検閲された原垠報道、検閲をくぐった原爆。

原子力記事

瞎かに、占領軍による原爆被害・破ばくにつ

いての樅道統制と検閲については、モニニカ・プ

ラウｒ検閲１９４５-１９４９：禁じられた川爆報道』

（峙ｌｊ１通卜祐、１９８８）、胴部清子ｒ原爆表現と

陰闘一一日本人はどう対応したかｊ（刺日逃書、
１卯５）、笹木征男『米車占頷下の爪焔片間違：原爆

丿１１害国になった日本ｊ（新幹吐、１併）５）、鳥橋博子

「 吋 印 さ れ た ヒ ロ シ マ ・ ナ ガ サ キ ー 米 核 実 験

とＥＫ；ｌｌ¶賜術計画」（肌風社、２００８）、繁沢敦子『原

但と検｜川：アメリカ人記者たちが見た広島・艮

町ｊ（巾公新古、２０１０）など、多くの研究かある。

それに対して、央際に検閲され、検閲をくぐ

って報逝された記小や論説についての研究は、

ほとんど見られない。この仙面は、ブラング文

庫「占領期新聞・雑誌竹報データベース」を管

川・運営する２０１１紀メディア研究所の独壇場で、

中川ｉｌミ美「原爆樅道と検閲」（『インテリジェン
ス』３弓、２００３）、ｉＪ１１代川貴久夫「占領川におけ

る「川子力の平和利川」をめぐるｄ説」（山本

武利編「占領明文ｒヒをひらく」早稲川大学出版

郎、２００６、所収）、小ｉｆ耕｜祉「思い出の「原子

ノＪ１１ＭＵ」（『インテリジェンス』１１号、２０１１）

などを送り出してきた。

とりわけ御代川論文は、２００６年劃｜々入力され

ていた雑誌論文から、主として科学雑誌をとり

あげ、早くから「原子力の平手ＩＩ利川」が語られ

論じられてきたことを、明快に示した。したが

って、筆者の囃告のＥＩＥ服は、御代川論文の素材

にその後人力された四日本の新ｌｊｌｊ記事１００万作

分を柿い、１９７５年の？｜｜｜井・岩垂論文でパスされ

た１９４５年９月以降４９年末までの叶川のメディ

ア情報を見直し、「占領刈原爆樅道の消滅」神

臍を再検討することであった。

その検証にあたって、筆者は、プラング文川

「占飢助新聞・雑誌竹報データベース」からキ
ーワード倹素で抽出した「原子鰻弾」「原爆」

「川子力」各１５００件をサンプルに川いた。それ

は量的に十分であると前提して解析した。しか

占餉ド１□ぶ川ぼｉ竹と隋心」『原』゛・力Ｊ

しそれがＦ多いか少ないか」は断定しなかった。

ところが『毎日新聞ｊ「ことはの周辺」では「意

外と多い」と紹介された。報告では、たまたま
チエ｀Ｉノクしたキーワード「古川茂」や「到建」

と同じくらい綸しられているとしたが、「多い」

とまでは考えていなかった。そこで、その分析

方法を敢えて検証し、あわせて報背後に人手・し

たデータにより内容的ｉＪＴＨＩ｛をカ１１えることにした。

２ 占 領 下 日 本 の 言 説 空 間 - プ ラ ン グ 文
庫のキーワード・クラウド

●デ ジタル 言 脱 宇 宙 と しての プ ラ ン グ 文 庫

デジタル峙代の到来は、歴史的下匁の叫究に

も、新たな方法をもたらす。新聞記事データベー

スからキーワード検索で記Ｉ’ＩｑＱ幟頻度を１１１１出し

時代の流れを読む手法は、メディア分析でも当
たり前になってきた。政泊的争点や個人の露出

度についても、歴史の叫究書や教科ｉ町｜り疋述を

離れて、むしろ予断を排して「時代」を検証す

る手法が必要ではないか。２０１！｜：紀メデｆア研

究所の誇るＦ占領間祈聞・雑誌竹報データペー
ス」で、了えは、すでに刊行された『占領間雑誌

資料大系（大衆文化編・文学編）』（岩波書店）
のように、特定のテーマや問題に即して新聞・

雑誌記りｒを見つけ、検閲の有無を含むその内容

を分析するオーソドックスな方法もあるが、む

しろそのテーマや問題が、１１１ＪＩＩ竹口こどの程厦に

浸透し語られていたかを、さまざまなＪ・ｒ説のマ

トリクス・星座の中において、どのようなテキ

スト・コンテキストの中で意味づけられたかを

探る手法もありうるのではないか。

若いメデｆア研究者のために卵明かしすれば、

こうした手法が、２１１１紀に１止界大学ランキン

グや大学・研究者評価に採り入れられ、「朴会

ｒＫＪ貞献度」の洲定や研究費の配分に猛威をふる

うようになった。その｜！！：界で生き抜くためにも、

ブラング文川「占領期新「」｜・３・雑誌情報データベー

ス」のような巨大データベースの活川に習熟す

ることが求められる。
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特集：プラング文川剛竃の１０；｜・・

●３ａａ万件の言説宇宙から星雲・星団・星座

をみつけ恒星・流星を見分ける

ブラング文川は、米川メリーランド人学が所

蔵する占領川日本の雑誌、新聞、図書などメデ

ィアの包括的コレクションである。「占領川新

川・雑誌情樅データベース」には、プラング文

庫所蔵の全雑誌仝号の表紙・目次から著者名、

記事・論文タイトル名、本文小見出し、検閲に

閏する仙報、巻号、発行所（出版者）、発行年月

日、発行地などのｔｌ？川が、２００５乍３月３１口ま

でに約２００万件が人力された。また日本新聞協

会加盟紙金記事の見川し、記事冒頭８０字（リー

ド部分がある暢合はリードのみ）、人名、国名、

地名など固有名詞（各記事最高５個）、検閲の

有無、写真の有無（ある場合はキャプション）、

掲載紙名、旧載口、旧絨ページ、発行形態（輯１か

夕刊・附録・号外）、広告（広告上、商品名）が、
２０ｎ年１２月までに、九州・四国・巾国・関酉・

中部地方の１００万什以上が人力されている。

以上の総計約３００万什の雑言＆・ｔ斤ｌｊｌｊ記下によ

って、「占領凹新剛・雑謡情報データベース」は

構成されている。メｌｊ一ランド大学内でも分散
し入力１４ｓｌ雌な刊行古籍、東京に本比を持ついわ

ゆる企川紙と東日木の地方新聞が未人力である

とはいえ、占領期の言説世界を鳥瞰するには、

十分なデータ量である。

ただし占領川メディア全体のＪ説状況、特定

のイシューについての領域横断的ＧＪｒ究に川いる

には、そのＩＥＩ的に叩して関辿キーワードを柵広

く検索した自家版データベースｆ’ｌｉ成が必娑にな

る。本橋の「原爆」「原子爆弾」「原子力丁記頃・

論説の解析は、この方法を用いる。基礎データ
に１４１、誌・ｔ川１１・１の発行部数や売れ行き・重嬰度を

加味してホイント化・ウェイＨヒしたり、榎数

キーワードの掛け合わせによる椙関係数・回帰

分析等々もありうるが、ここでは省略する。若

い研究者の、本稿にならったチャレンジを期持

する。

また、占領期には多くの外国人が日本に駐留

し、奨語の新聞・雛誌も日木で刊行されていた。

１６

データベースにはこれらも入っており、日木語

中心のプラング文爪大宇宙の中の小宇宙を構成
している。たとえば英語ではｍｄａ３Ｓ６なのに

日本語では「メディア」３３、逆に」叫１’Ｉ❼ｓｍ７１に

対して「ジャーナリズム」１田７４、ｉｄ４ｅｎｃｅ１６４
に「インテリジェンス」１８といった用語の差異

が川出可能であるが、今後の研究を待ちたい。

●「焼け跡・闇市」は後世の言葉、「占領軍」

は「進駐軍」より多い

プラング文庫のキーワーＩご宇侑には、いくつ

もの星雲がある。占領期の新闘・雑誌であるこ

とを念頭において、１９４５年９月から１９４９年１２

月までのヒット数をみてみよう。２０ｎ年１２月

現在、雑誌ではＷ門誌・文芸誌・同人誌から労

働組合機関紙・共産党細胞新聞まですべて、新

聞では九州から巾部地方の西日本で刊行された

メディアを網羅している。

任意に地名を打ち込むと、「日本」９３２４２６の

なかで、「東京」１１４７ｎ４が最大で、「大阪」１山１６８

「広鳥」１２５５９８「柵島」２２４００が、（東日本の新

ｌｌＢ祀事が未人力のもとでの）占領期情報戦の地

政 環 境 と な る 、 筆 者 が 検 索 し た 人 名 を 含 む 約
！０００のキーワード巾で「東京」が駁町であった

から、１星雲１００万が最大と見随られる。また

「沖縄」１２７８はＦ琉球Ｊ３２３を加えても極端に

少なく、占領川メディアの「川縁」となってい

る。カタカナの「ヒロシマ」１３６１はｒ巾口新

聞』１９４６年７月池旧寿夫の連載マンガのタイト

ルに始まるか、迎乍ジョン・ハーシーの英語本

がアメリカで１１１行されベストセラーになったニ

ュース報道から広がる。Ｆノーモア・ヒロシマ

（ズ）ｊ２０は１８４８年８月ｊム乱被爆３周乍樅道か

らである。ただし「被爆」２５「被爆嗇」２は滅

多に使われず、「唯一の被爆国」はゼロで１９５０

年代のものである。

後の叶代にメディアや叫究者がこの時代を特

徹づけた言葉、「焼け跡」２７「閥市」３１５「買い

出し」２１などは、意外に少ない。「廃墟」１７３「虚

脱」１邸も目立たない。Ｆ膜地改革ｊ１９９８は了解

できるが、ｒ財閥解体ｊ１２５印
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ない。「逆コース」にいたっては、歴史１１ｊ、茫怒元

ない一般川法を含め７件にすぎない。ある峙代

を理解するには、ひとまずその峙代の言葉で了

解しなければならない。「言論」５７２４と同じ程

度に「検閲」４０７０もトピックになっている。「戦

役民主主義」２は、後の昨代の特徴づけとなる。
米軍占頷下で「占領」が艇われなかったわけ

ではない。よく占領軍は進駐軍とよばれたとい

われるが、Ｆ占領」７７３４「進駐」１＆１８「馴冊」４１、
「占領軍」２５２９「進駐軍」１５３０で、「占領・占

頷軍」の方が多い。こひ）時代に使われなかった

のは、今日ドイツ・沖繩の「直接占領」２と対

比される日本の「川接占領」ｏといった？：１：会科

学川語である。
「戦争」９３０７と「平和」１２８３９には、前後に

さまざまな言葉がついてヒットするが、格別に

多いとはいえない。「戦後」１０４３３と１ぷ抗してい

る。、「終戦」５８８８と「敗眺」２１４４も、使い分け

られたようには見えない。むしろ「引桐」１８３１２

「筏員」４７３０がこの峙代を特徽づけ、「賠償」

３９５８「講和」３２３９「抑留」１０９４が未決の問題を

示唆している。「軍」４９１７８は言葉として残され
ているが「戦前」２０９７の力に属し、「兵隊」７７３

「軍隊」６２２「叩部」４６５「戦巾」１１６「戦艦」９６

「４ガス」５７等々は、メディア空間の支配を終

えた。

・「大東亜戦争」は検閲をくぐリ「冷戦」は意

識されなかった

雁史の断絶と占領軍の冊論統制として、一般

に、１９４５年１２月の占領甲指令でＦ大東・１１１戦争」

の呼称が禁止され、強制的に「太平洋戦争」に

置き換えられたといわれるが、町聞・雑乱川語

では、それほど明快ではない。小星公「戦争」

９３０７中では、「太平洋戦争」２７４「大ｌｌ二！１１瞰争」
・１６と、そもそもＥ式名称で呼ぶケースは少ない。

１９４５年９月２１日プレスコード適Ｊｌｊ直後の朝

日新聞陸『週刊少国民』１９４５年９月２３日には
「大東而幟争は如何に戦はれたか」とある。そ

れは確かに１２月占領甲指令加だが、「大分合同

？７１１川□９４６乍８月１４日「終戦一周年を迎へて」

占哨ト１１本のＩＩ’川１宇ｉｌｌ’と「川ｔｙ」ｒ原ｊリＪｊ

は、「ＥＩ本が無謀な大東亜戦争を惹き起して、悲

惨な敗戦といふ運命を背負ふに至ったｊと附い

て検閲をバスしている。『長崎民友析聞』１９４９

乍１０月２５１ＦＩ記事巾では、「南洋庁サイパン鳥等

女学校在学巾、大｜↓｛亜戦争がぼつ宛、昭和十几

年学生同ｌｍ（女子附：身隊）を編成Ｊという具合に、

険閲をくぐって堂々と使われ続けた。１９４５卵
１２月８日の新聞各紙がＣＩＥ作成「太平洋戦争史」

掲載を開始、翌日から｜］｜本放送｜必会「真相はか

うだ」のラジオ放送川始という、ＧＨＱによる

歴史観置き換え工作の効果は、割り引いて理解

した方がよさそうだ。ただし、叫に始まってい

た「冷戦」３６は、ほとんど意識されていない。

「原子似争」も１９のみである。
「日巾戦争」ｏは、「中凩Ｊ１１５０７３、Ｆ帝川」

１７２７５への関心はあヽても、「巾共」９７２６「朝鮮」

５８５３Ｆ台湾」１８６８「満州Ｊ１７４２（「満州事変」
７９）「女那」９７７（「支那’＝ｌｆ変」４９）「植民地」４２６

「簡土」３０７といった東アジア認識の混沌のも

とで、アジアヘの「加害者」（７４件すべて円内

犯罪）意識などはぐくみようもなかった。対外

情報は、圧倒的に［アメリカ］３０３２９「米国」

２０２３８発で、「ソ連」１３１４１がそれに続く。ソ連

は「ソビエト」７４２や「ソ同盟」１７６とも表記

された。「国際」３５８２５「１止界」１５８７４「地球」

９４２８の違いは微妙で、「川辿」４略７「｜！｜蒋国家」４１８

「国際通貨基金」１８１といった制度のあり力と

関係している。
・「自由主義」ではなく「民主主義」の時代。

「天皇」は多いが「天皇制」は学術用語

そもそも「歴史」１３４３５３の重要性は認識され、

大星雲になっている。Ｆ近代」９５６９「現代」８９（Ｍ３
への閔心も血いが、ｒ封建ＪＩ７３４「封建俐」３７２

［伝統］１４２２ｚ５；「眺前」２０９７と重なり、Ｆ戦後」

１０４３３はＦ民主化」６１３８とは皿なるが、「近代

化」３６２とまでは概念化されない。「哲学」５４０７１

は「人生」３０８＆４の問題で「知性」８０４を必要

とされるが、まだ「合川主義」６２「近代主義」

３４には行き謡いていない。Ｆ原子力時代」１１７は
「現代」の一環である。

１７
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こうした「イズム」の世外は、独立後の１９５３
乍から文部竹統計数理研究所「日本人の国民仕」
調査で戦後日本の「６つの主義」としてデータ
化されるが、その「６つの主義」の占領期の布
殴は、［民上主義］６９００［吐会主義］２２０２「共産
主義」１７０６ｒ資本主義ｊ１４６７「自由上義」５４２
Ｆ全体主義」１０７であった。「ファシズム」２８６
もよく使われたとはいえない。当吽の「民上主
義」は、［資本主義］「自由主義」よりも「社会
主義ＪＦ共産上義」と親利性を持っていたと解す
ることもできる。
ただし、ｒ民主ｊ３１７２７「自山」２９６５０「友愛」
１０４８「博愛」１０３６「平等」８０４「対等」９７から
すると、ＦＥ兄主主義」「社会主義ＪＦ共産主義ｊの
核心は「山川で、ｒ平等主義ｊ１２とは結びつ
いていなかった。ｒ憲法ｊ２９３２７「新憲法」３１６３
「日本国憲法」２３２で含法的に議論され、「革命」
４２６４「肛放」３９７６とも結びついていたが、制厦
的には「議会」４２０１９Ｆ逃挙」１凶５６「国会Ｊｎｓ１
と親和性を持つ。「主権」５０４の転換は意識さ
れなくても、「人権」２３２７５は大いに終及した。
だから、この峙代の一人争点とされる「天皇

制」６８８のメディア評価は川しい。「天胆」５４削
はよく使われているが、社会ｆ斗学的概念として
確立したとまではいえない。「昭和」４０３５１Ｆ明
治」６８（Ｘ）「大正」３５２５と日常的に使われていて
もＦ元り・」２の意味は諭じられない。「皇室」は
３９２件あるか、「象徴天皇制」は２件にすぎない。
むしろ、かつての歴史の客休「臣民」２０が、「国
民」３４８３９「人民」９４８０「巾民」８３２４［大衆］
７４２３Ｆ民衆」３０２０「庶民」１０４１という主体と
して登場し、「階級」２３６５さえも曽通に使わ
れるようになった変化が大きい。ｒ主体ｊ１２３６
「ヒューマニズム」５２１「主体性」３６５ともつ
ながる。
ただし「市民」８３２４は単なる行政客体の川例
が多くＦ市民権」は６４吽にすぎず「市Ｋ上義」
はない。「隋緻」２３６５の方は、Ｆ労働」２３８３１１「労
働組合Ｊｎ９２５９という大星公の圧倒的情報量
を基礎に、「スト」５３８０４「デモ」１９６１５ｒ共産党Ｊ

１８

９９７５「同志」８５１３ｒメーデーｊ１２６５等と結びつ

き、「労働者」７６７５「プロレタリア」３３４「資本
家」６１１「ブルジョア」２００「無産」１１８とも使

われた。［肖年］は１９１３２０、「婦人」６５０８４Ｆ女

性」１７６８０である。
■「労働組合」星団のなかでの共産党・社会党

の 岬 度

政党の巾で「共産党」¶ｘｙ７５は、「社会党ＪＳ７５４

「Ｒ主党」５４２２「自山党」２６４９よりメディア露

出度が高い。これは、「革新３７１２に守２９０４」
「進歩３０９１反動９３２」「左派Ｕ８６右派３４５」

「左翼４６９右翼３４９」といった当峙の政治の分

水嶺にも照応する。
だが、この峙代をマルクス主蔵用語の「搾収」

２９７や、「革命」４２６４の上峨となる「火業」４４９４
Ｆ貧」３０５７Ｆ飢」１４９１のイメージ一・色で描く

ことはできない。むしろ、「夢」１６２７８「希望」

１２１弘「ＩＵＩ侍」６８５８の万がはるかに多く語られる。

あるいは「結婚」３２３Ｓ「恋愛」３９４７「恋」１３０１０
をＦ愛Ｊｎ４６７８が圧倒し、「家族」４８７２よりＦ家

庭ｊ２１４２６が多い。ある哺のＦ解放ｊ３９７６イメ
ージの川産物と考えるべきだろう。

「衣」１３７４８「食」５０８０２「住」１０２７１２と打ち

込むと、それぞれが多川され小址雲を成すが、

どうやら住まいの川皿が切実だったようだ。「社

会」２９９５４５というメディアの扱う小宇宙の中で、
「政治」１２６３３８や「４１済」１９２６４６に対しｒ文化ｊ

ｌ哨＆２１が独自の大星雲になっている。「生活」５５Ｓ２

情報が「生産」３３１０１を上回り、まだ「消費」
６２７５やＦ広告」５３４０とは密着しない生活世界

を成している。ｒ産業ｊ４７０７４でいえば「工業」

１４２３３３には及ばないが「農業」４９４７３も主要な

綸題で、「良民」７６４０は「必働者」７６７５に肉薄

する。

●「希望の文化」としての「科学」

こうしたキーワードの世界で、占領川を一言

で特徴づけうるほどの圧倒的頻厦で語られる言

葉がある。「科学」４０１０１０である。これが「原

爆・原子力」報道の伏線である。「東京」「日本」

には及ばないが、Ｆ社会」「文化Ｊｒ経済」「労働

・
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組合」等々を圧倒する巨大星雲である。Ｆ新闘」
８７３１５１の場合、新川記小１００万件の掲載紙名・

発行元名も検索されているから実質的にＦ科学」
には及ばない。「国家」４３２８９「宗教」５４５１１「民

族」２３２７も比べものにならない。占領刈は「科

学」峙代である。ただし、「文化」と同様に戦

前・戦巾も多川されていたから、内容に川した

分析が必要である。

ちなみに、メディア媒体と情報世界でいうと、

「出版」１３８腿７Ｆ映画」６８５３４「ラジオ」１０４８２

「電話」４９８１の順で、まだ見ぬ「テレビ」も６７４

什の情報かある。「情傲」２７７６５は戦時の名残か
「言臨」５７２４「諜報」５３を圧倒し、ｒ世論ｊ７３３３

「輿論」２４７９「世論調査」９７８も日常語になっ

ている。ただし「洋裁」２８８９９「ミシン」２３２０

といった実川情報が好まれ、「実話」４８８６「輿和」

４２５８「スパイ」１５２９もこの時代を特徹づける。
スポーツでいえば「野球」３２５３０「ベースボー

ル」４４２４「高校野球」１７９３が別格で、「相撲」

２７２２「水泳」２２４９「柔逆」１９５９「サッカー」１９８
「剣逝」１４３等を圧倒する。「ダンス」５２８９が多

いように見えるが、実はこれはデータベースの

欠陥で、濁点が区別されず家具の「タンス」も

忿まれている。
■「文化」と「教育」に支えられた「科学」と

「科学者」

では「科学」時代４０１０１０の内実は何か。「自

然科学」３２０３「社会科学」２６６５「人文科学」２４０９

といった分類が問題ではない。「自回昌研谷「人

間」８３３０「環境」２１０８「文叫」１６１６といった原

理的星座よりも、もう一つの大星雲「文化」
１９４８２１と重なっていたようだ。Ｆ科学者」２２１８

「法川」７２７「原理」１９１９「木質」１８８６「現象」

２１５９「実休」８７１「理諭」４５８９「実践」２４７５と

いったタームとつながっていたにしても、Ｆ文化

国家」４３７という当時の未来イメージのパック

ボーンになっていたと七えられる。「技術」３８９４８
「技術嗇」１６７５から「発川」４６６５４「発見」６５８７

「特許」４６４００「著作柿」１６７「電気」４０２２４「鉄

道」３４１８２「石炭」１１（）４８Ｆ電力」７３２０「石油」

占貧ｉド卜ふの切悩宇ｉｌｉと「原９」「Ｍいそ力」

４４０１にもつながる。ただしＦ国鉄」２９４４９の場

合は、「労働糾合」「スト」「デモ」「共産党ＪＦメー

デー」の星団と辿なっていただろう。

もうひとつは、「学咬」１６７瞭４「教育」１４９６６５

との親和性である。「冴年」１９１３２０「大学」１１２ａ）５

「学上」２０３５４にも近い。「民科」１０４３「学術会

議」８５６Ｆ文化人」１４２３「知識人」３７１「インテ

リ」４６７よりはるかに広い領域で、「科学」は「文

化」「教育」の基礎、「少」１６２７８「希９」１２８２４「期

待」６８５８の源泉になっていたと思われる。ク
ロス検索では「科学文化」１図５５Ｆ科学教育」

８４６７Ｆ平和科学」６６７「平和原爆」２０３である。

この時代にマルクス主義理論が支配的であっ

たというのも神謡ではないか。「マルクス主義」

２０２「唯物論」３５６「弁証法」３０５「独占資木」

２５４「土台」１Ｚバ上１１１１貼遇」５１’マルクス・レーニ

ンｔ義」３７「スターリン主義」１６「全般的危機」

５「生産力」６２１「生産閔係」１Ｈ「生産様式」３８

「イデオロギー」２８０等々いわゆるマルクス主

義用謡は、［論岨Ｊ１１４３の一部での艇川にとど
まる。一般用謡として企業名等にも川いられる

ｒ帝川］１７２７５とマルクス主義で多川された「帝

国主義」１８８の落差、「天皇」５４６４と「天皇制」
６８８のギャップが、おおむね現火の流通範囲を

示すものだろう。八産党員が侵略幟印に反対し

て長川ｊの獄中生活を送った実績、「天皇制」に姚

幟してこの言葉をｉ ’Ｚ内川語から社会科学一般川

語 に 転 換 さ せ た 彫 響 力 は 認 め ら れ る が 、 む し

ろ「民主」「自山」「労働組合」など当時の全般

的流れの巾に合ｉ２２的居所を得た程度であろう。
「科学」の一部として認知されたとしても、それ

はせいぜい「科学占」２２１８「インテリ」４６７「知

識人」３７１の範囲内である。

●「国運」「天皇」なみの「原子」小星雲

以上の廐観を踏まえ、「原爆」「川子力」報道

を、占領下の什報宇宙に投げ込んでみよう。１０

月叫究会報告後、最大スケールで「原子」４３４９

件を拾い、Ｆ原子爆州」１４７４「原爆」１３８５「原子

力」１５９３と共にサンプルに用いた。キーワード

検索では別個に現れるＦ放射能」２１９「ピカドン」

１９
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９０「アトム」２８８「ウ

わせて検剖した。

ラン」 ５３９什の疋下もあ

「原子」４３４９件は、歴史的小象でいうと「国

連」４９８７「復貝」４７３０「賠償」３９５８などと並び、
「天皇」５４６４や「終戦」５８８８のヒット敗に近接

する。樫通名詞でいえば「広告」５３４０「心話」

４９８１「理論」４５８９「失業」４４９４「台風」４３１８「巡

歩」３０９１なみで、人名でいえばＦトルーマン」

４０２９「マッカー廿一」３９１７以。にの頻度である。

物皿学上の分了・・原子概念や人名・地名との重

複はほとんどないので、「川子爆弾」「川子力」
Ｆアトムｊを包み込む、・一つの小川公として扱

うことができる。

いいかえれば、占領下でも原ｔＳ４・川子力の川

皿は、「田辿」「天卜」「失業。１なみに樅道され、

論じられ、記嘔になっていたこと？と意ＩＩ味ずる。
「科学」「文化ＪＦ教育」等の巨大な吼雪巾では

目立たないにしても、内川を利在するに十分な

情報量・データであると言えよう。

■ 占 領 下 の 「 原 子 力 の 平 和 利 用 」 解 脱 者 は 戦

時原爆開発関係者

個人名では、筆？｜’カ；検索した約３００名中で、
「トルーマン」４０２９「マッカー升-」３９１７が最

大である。「蒋介石」５４２Ｆチャーチルｊ３００「リ
ンカーン」２５１「ル（ロ）-ズベルト」１０５「ア

イゼンハワー」８３「ガンジー」３７０「孫文」７９

等の政治家匪界で、什会主義 ’ノ址の「スターリ
ン」１２７４、中国の「毛沢東」４７２は、それなり

の存配感を持つ。

日木人名ではＦ吉川茂」１４２２「石橋沁山」１Ｚ１５
「片山哲」１２００が最大で、「ｉ郎’１球-・」２７８Ｆ野

坂参二」２５４「山川均」１５９「間断律」１２７が左

質政治家の認知度を示す、
「科学」「文化」の１１外でいえば、「ゲーテ」

９４８「ノーベル」３６８「ニュートン」３５２「プラト

ン」１６３ｒケインズｊ１５２「アインシュタイン」

１３８「ウ。。一バー」１１３笞で、「マルクス」８４２「レ
ーニン」３９３「エングルス」１３４も柚抗している。

戦後に「原爆・原子力」を解説し、「原子力の

平ｉ町り川」を唱えた「専門家」は、ほとんど例

２０

外なく戦峙日本の原爆開発の担い手であった。
随筆上導の東大・理研「ニＩ弓計画」に仁科芳雄、
嵯峨樅遮吉、武谷三男ら、而軍がスポンサーの
京大荒勝文策研究室ｒＦｇ計両」に潟川秀樹、
坂田昌一らが動貝された。ただし研究費も乏し
く初歩的段階にとどまった。
占領Ｉりｊの「鴻川秀樹」（初代原子力委貝会委員）
１３４はノーベル賞受賞報道を含む別格で、「武谷
三叫」１２８「渡辺慧」（原子党宜言）８８「仁科芳
雄」６８Ｆ崎川面行」６２「嵯峨根遼吉」（艮岡半太
郎五男）３７「藤岡巾夫」（初代原子力委員）３７
「伏見川治」３０「艮岡半太郎」（日本学士院長）
２３「収川昌一」１７叩］水振一郎」１４「茅誠司」
１４「武円栄一」１３等々である。社会科学では
「平野義太郎」２印が「川子力の平和利用」の最
初の才１亡１９３尚になる。
注目すべきは、武谷三リｊである。坂田昌一と
ｊｌＱＩこ占領川を代表するマルクス土義自然科学者
だが、社会科学の「大内兵術」１６７「蝋山政道」
１１６なみ、「す」・洋広巳」９４「丸山真男」６５以上の
メディアｙＳ出度であった。実際武谷は占領期に
多くの薯作で「原爆」の威力と「反ファッショ
的」性桁を解税し、「原子力の平和利川」の伝道
師となった。

３「唯一の被爆国」でなぜ「ヒロシマから
フクシマヘ」の悲劇が？

●出発点としての嵯峨根遼吉『原子爆弾』
以下は、木来上述の方法的手続きをくぐった
うえでなさるべきだった、筆者の２０世紀メディ
ア研究所叫究会２０１１乍１０月報告のうち、直接
ツラング文爪のキーワード・クラウドで把捉さ
れた「原子力」関連データの解析である。
出発点におくべきは、嵯峨根遼吉ｒ原子爆弾』

である。仙口新聞睦から敗戦直後、１９４５年１０
川こ刊行された。嵯峨根は、当峙の日本学士院
長長岡半太郎の５男で戦時日本陸軍の原爆開発
（川研仁科芳雄が指揮する「二号研究」）に加わ
った東大理学部教授、後の中曽根康弘・正力松
太郎の原発郡入との閔係でも重要で、中曽根に

ｌ

-

Ｉ

Ｉ

アメリカで原子力を教えた。

「日米会話手帳」と同叶川に、すでにプレス

コードがあるもとで、朝日１７１川吐は「被害状況」
＝ニ爆風・火傷・放射能まで含め広島型ウラン原

爆を解説した啓蒙肖を出していた。当時はなお

米岡マンハッタン計画が継続巾で、日本では知

られておらず、艮崎型プルトニウム爆州は想定

されていない。放射能被害についても触れてい

るが、半減期が煎く「斂グ月後には勁哨物には

人して彫響ない」としている。この点が、占領

軍の限鏡にかなったといえなくもない。「人類へ

の熱源の供綸ｊを展望し、Ｆ大規模な原子核反応

の研究」を要望しているｊ「原子力の。｀｜哺｜利川ｊ

論の、職後の端緒である。
この頃ドイツのヴェルナー・ハイゼンベルグ

らナチスの原爆ｐｌ発に関わりた核物１乃叶：占は、

連合甲により逮川されイギリスｉご訊問を受けて
いた。嵯峨根は自木の｜｜；Ｉ（爆川ざａ；汁１山ｉにおける仁

科芳雄の右腕で、サイクロトロンに詳しかった。

「原子爆弾」は、憲地悪くいえば、戦犯訴追を

免かれた戦｜｜朴｜木の物ｊ！１１・・アリ眉こよる川以研究の

初歩的到往点を示す占である。仙日新聞社は、

その後『科学仙日。１ｒｇ帽丿絆論』等でも嵯峨根

を多川する。

嵯峨根遼吉は、当峙の医守的支配層の巾で、

原子力の科学研究と技術＝実川化・産業化を媒

介し、茅誠司・伏見康？も・藤川山夫の背後で、

ちょうど左派＝革新笏力の巾での武谷三リ３と似

た役割を米たした。占公負軍に協力して目木の科

学技術体制の民上化、日木学術会議ｆｌｌｊ設に閔わ

りながら、学術会議の第一口公逃で落選したこ

とが後々までトラウマになった。１９４９年ｒ原子

爆弾の話』（鮒談社）を山してアメリ加ご波り、

５Ｇ年帰国後日本原子力研‘グｔ所副理叫長・ｊ４モ業、ｌ｜一

画会議委貝・日本原子力発電副吐艮などを効め

た。

●雑誌・新聞では４５年９月『科学朝日』から

「原子力の平和利用」

雑誌でも新闘でも「原爆」「原子爆弾」報道は、
外亀を含め１９４５年９月からみられる。ｒｆ才学刺１］』

占如目ｌｔのｆ，’１皿｜宇‘，１，１と１爪世．ＩＩ″原ｒリＪｊ

，１５乍９月｜｜＝｜ｒ原子エネＪレギーの利川：平和再建

のために」が先駆でｒ科学朝日』は１１月号Ｆ原

子鯉弾の剛産物ＪＦ原子機関巾登場か」と、その

後の朝日新聞社の報道姿勢を先収りする。研究

？」：の「「「Ｉ学生」も「原子爆弾に鑑みる」を掲載

する（４５年９月１日）。

ＣＣＤの陰間は、ｌ・巾ＦＩ４１新聞Ｊでは厳しかったか、

ｒ佐賀新聞』など九州ではそれほどでもなかっ

た。ブレスコードがあっても、ｒ作貿斯聞』は「原

子州荊演」「祁乍９月３叫」八「川子弾の公開反対：

米の軍ポ視丿寸１；ｊｌ覚書」（１０月３日）以下、４５乍９
-１２月に１０数本の「原爆」川道があり、すべて

検閲はフリーバスだったトぼ論の自山が制限さ

れていたことａよ｜１１ｊ違いなく、占領軍や米国への

直接批判は出てこない、とはいえ一部の大手メ

デｆアがぽトＩシ規川」しても、雑誌や地方新川

は報道を続けた。別に「抵抗」というほどの姿

勢ではない。

国際川係の巾でのμ；｛燎管１１１川題、原子力の解

脱やＪ４ｉ［子爆弾の什組み、原爆被害の郡道や医学

｜’ＩＵＩＪｙｆ申１４告、川１初休験記に自即１］け解説も、１９４５

乍からみられる。ｒ文蔡春秋』４５年１０月１日には

「原子傑州と断込竹攻隊」「原子爆州雑話」とエ

ッセイが川始める。い’ら！芦く現地に入った都築

正リｊ枚授の「所訓原子鯉弾傷について：特に医

学の立場からの対策」は政江合医学』４５年１０月

１１万口こ川ている。ただし厳しい検閲を受ける。

「」広鳥に於ける原子斜陽画災犠牲者」はｒ日本

／・£｜｜リｉ技術協会誌』４りＦ１１月２５日号にある。

１９４５年１２月には、雑祐ｒ科学世外』にＦ機関

巾に原子力を」、『雄鶏通信』にＦ原子力の工業

化は前途遼心ＪＦ原子力自動巾」「原子力発電機
スピード１ヽロン」が出て、眺後目本のＦ原子力

ひｊ平和利川」へのあこがれが、本格的にスター

トする。

● Ｊ ・ ダ ワ ー の 言 う 「 長 崎 原 爆 美 人 コ ン テス

ト」とは？

今口広く読まれているＪ・ダワー「敗北を抱

きしめて」（岩波書店、増補版、ＭＭ、上巻３０５頁）
には、「厄介だったのは、日本人の占領軍への
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朴染：ブラング文川研・鳶の１０年

対応の仕方が例を見ないほど無耶気で、親切で、

浅薄だったことである。たとえは原爆が投下さ

れた長崎においてさえ、仕民は雌初に到若した

アメリカ人たちに川り物を準伽し、彼らを歓迎

した。……イｊＥ民たちは、駐糾するアメリカ占領

叩人とともに「ミス原趨美人コンテスト」を川

催した」とある（ダワーの奥拠は、Ｕｓ-Ｊａｐａｎ

Ｗｏｍｅｎ’ｓＪｏｔぽｎａｌ：ＥＩｌｇｌｉｓｈＳｕｐｐｌｅｍｅｎｔ．

Ｎ０、１２、１ｊ．１０９、１９９７）。

『産４１新川』２（哨乍７月３１１１が検証したように、

このミスコンテストは、占領軍友崎地方プレス

班が主岬し、旭日新聞、西［’：１木新聞、艮崎新聞

の３１４ｔがＥｈ催していた。ただし日木側各新闘社

はＦミス長崎］と表現しており（「毎、「｜新川」１９４６

年５Ｊｊ３ＦＩ）、「ミス川爆」とは米旧人ｚい内部で使
った呼称だった。Ｊ・ダワーが川題にしているの

も、「ミス原爆」の呼称のみではなく、この時川

に長崎で「ミスコンテス｜・」でｌｌ川ｊ‘＝しようとす

る日木人の占領軍への「無邪気で、親切で、浅

薄」な就１皮、敗北の「抱きしめ」方である。

もっとも「原爆アレルギー」どころか、被爆

地に「ミス爪爆」が現れても不思議ではないメ

ディア状況は実在した。例えば阪神「ダイナマ

イト打線」に対する巨人の「川爆打線」（『スボーツ

ファンＪ１９４８年８月４１と１』といったプロ野球樅

道である。「桑爪武夫の放った川爆ｒ現代俳句第
二芸術嗣Ｊｊ（「新勧評諭」４８乍１月８（Ｉ）、「音楽

外の原子爆弾ｊ（明ｉ川）陽ｊ４９乍９印、「金融

界に原子嶼弾を投じたｊ（『西日本町聞ｊ４９乍３

月７日』といった比喩的川法もある。「強力な、

衝撃的、破壊的ｊの愚で、２・Ｓい愚味ではなかった。

●朝日新聞社の報道責任と田中慎次郎の役創

ｒ刺日新聞』は２０１１乍１０月から夕刊連載「原

発 と メ ディアー 「 平 和 利 川 」 へ の 道 」 で、 自

社報道を含むメディアの戦後を検証し始めた。

しかし、不十分である。

１９４１年創刊「科学朝日」は、瞰新兵Ｓの特集

が売り物だった。敗戦直前４５乍７月号で、「どん

ぐりの食糧化」と並んで「ウラニウム原子爆弾ｊ

が 紹 介 さ れ た 。 そ こ に 広 鳥 ・ 艮 崎 の 庫 趨 投 下

２２

である。すると４５年９月号は早くも「原子エネ

ルギーの利川一平和再建のために」と転身し、

１１月弓「原子爆弾の副産物」「原子機関車登場

か」へと、あたかも敗戦などなかったかのごと

くに「科学」の最先端を追う。嵯峨根遼吉の啓

蒙書は同社刊だった
１９４６年１月２２日「朝日新聞」社説「原子力峙

代の形成」は２０１１年１０月１２日記事で検証された

が、・１７年２月２９日にも社説Ｆ原子力の平和利用」

がある。４８乍２月２９日にはｒ原子力に平和の

用途」で、さまざまな「夢」をかきたてていた。

ｒフクシマの悲劇ｊの地点からより深刻なのは、

『こども朝日』１９４７年・１０月弓でのこどもたちへ

の樅道「平和に原子力、すばらしい威力を世界

のき？１陥に利川」であろう。

後の原発導人との関わりで、ＣＬＡエージェン

ト正力松太郎の印６売新聞』、日本テレビを動貝
したＡｉｏｍｓＦｏｒＰｅａｃｅキャンペーンが今日クロー

ズアップされているが、「原発とメディアの責

任ｊの考察においては、占領期の朝日新聞社報

道の役剛、その巾心で、読売の正力に比べれば

紳士的で学術的だった論説委貝田中慎次郎の役

割も見逃せない。３２件の論説・記事があり、他

吐メディアにも登場して米ソや国辿での核管理

川題を論じた。

４ 「 原 子 力 の 平 和 利 用 」 は 占 領 期 か ら 日 本

民 衆 の 夢

●「原子力の平和利用」は平野義太郎、仁科芳

雄、武谷三男も

よく知られているように、マンハッタン計画

の発案嗇レオ・シラードは、ＳＦ作家ＩＩ・Ｇ・

ウェルズのファンで、大きな彫響を受けていた。

ウェルズこそ「透明人間」や「宇宙職争」「タイ

ムマシーン」と共に、想像上の「原子エネルギ
ー（ＡｔｏｍｉｃＥｎｅｒｇｙ）ＪＦ原子爆弾（ＡｔｏｍｉｃＢｏｎｌｂ）」

の創始者で、核兵器による世界戦争の危険と世

界政府の必要性を予見していた。その科学小説

「解放された¶延界」（岩波文即）は突に１９１３年

の作品であった。
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もともと１９４５年８月６日広島原爆投下時の米
国トルーマン大緻領声明には、「原子エネルギ
ーを解放することができるという事実は、自然

の力に対する人閻の理解に新しい時代を迎え人
れるものである。将来、原子力は、石炭、石沁、
降雨から得ている現在の動力を袖うことができ
るかもしれない」と「平和利用」の可能性が示
峻されていた。
日本でも、日本軍が戦峙原爆川発に着手する
はるか以前から、科学評論や空想科学小説（Ｓ
Ｆ）・戦記小説の中で、核エネルギーが注目され
ていた。モダニズム雑誌『新青年』１９２０年８月
岩下孤舟「１仕界の最大秘密」に始まり、「日本に
居て米国の市街を灰仙に帰せしめる」原子爆弾
の威力の裏而で、「原子力家庭」の家庭皿ｉ化も
夢見られた。原爆肢爆口となっても、原子カエ
ネルギーそのものは「１哺｜利川」しうるものと
早くから認知されていた。
プラング文庫のキーワード検宗で「原子力の
平和（的）利用」言説１７件に限定すれば、１９邨
年９月の雑誌ｒ企休医術ｊと、同月のに科芳
肌・横田宮三郎・岡邦雄・今野武雄による座駁
会口京子力時代と日本の世路」ぐ言論』４６年８
／９月号）に現れる。こどもたちの匪外では、『巾
学上級』４７年２月号「科学の新知ｎ」で使われ、
前述朝ＩＦｒ新｜眼士「こども４引Ｉ」」４７年１０月り「平
和に原子力、すばらしい威力を１止界の幸柚に利
用」が続く。
学術論文としては、マルクス主義法学者の平

野義太郎「眺争と平和における科学の役刈」『ｒ巾
央公論』１９４８年４月号）が小気ｔｌ１ＵＩしに川いた先
駆であるか、内容的にはもっと早くから、もっ
と啓蒙的なかたちで現れていた。
雑誌『自然』１９４６年５月ｆ二糾芳郎「ロ木再注
と科学」は、「原子爆弾の今後の発達は恐らく
戦争を地球上より駆逐するに至るであらう。否、
吾々は速かに戦争絶滅を実現せしめねばならぬ。
然らざれば人類の泄歩、文化の破滅を招来する
こととなるからである。原子爆弾は最も有力な
る幟争抑制者といはなければならぬ。戦争のな

，Ｉぶ１下目ふの１，りｔｌｒ一打’ＩＩＩと「原儲」「原子力」

くなった平和の世界に於ける吾々の物心両而の
文化は４川何に豊かなものであらうかを考へただ
けでも、科学の人類発達に及ぼす影留の大さが
知れる」とし、「１１界」４７年１月Ｆ原子力間題」
では「原子力はむしろ徐々に発生させることの
方が、鯉発させることよりも易しいのであるか
ら、利川の可能性は多分に存在する」と太妓判
を押す。
武谷三男は、マルクス主義物理学者として日

木共産党、民よ主義１・、；ド戸者協会（民科）の占領
川「原子力」観に決定的ともいえる彫響力を持
った。『日札押論』１９４７乍１０月「原子力時代」
などで、皿心叫巾にｆニｌ科研究室で原子爆弾開発に
携わった体験を交えつつ、戦争を終結させた原
了爆州の「反ファッショ的性、格」「原子力解放
の偉業ｊを・Ｊ屁扉Ｉした。レーニンの「社会主義＝
ソヴェト権カプラス皿化」の延長上で、先の仁
科や後の「抑止力」に通じる「原子爆弾が戦争
防１１１の有力な契機になる小」を論じ、大出力の
川子力発心はｆ’｜ぽｊ追求の資木主義には適さず、
社会主義のふ晒ｉ経済で初めて可能となることを
脱いた。後にこの「原子力時代」認ｇ剛ま峙川尚
早で、現代はなお「原水爆時代」だとして原発
１１設に反対するが、科学技術発展による「平和
利川の可能性」をにじる、その廻Ｒ論的骨格は変
わらなかった。
つまり、当時の、ｌｌ、想的・政治的立劣、専門領
域の違いを超えて、ｒ原子力は人頬を幸柵にす
る」（嵯帆根迫害、「講演」４８年１１月）という
考え方は、占領川口木の言論空間である陳の共
通了解だった。
●『中国新聞Ｊは検閲多いが「原爆・原子力」
報道の宝庫
広島ｒ巾国新聞』にも、多くの「原爆」「原

子回俗痢回重認忌ある、１９４６-４８年で１６４件を抽
出でき、全体の１割を占めるから、「原鰹」報道
研究の格好の素材である。検閲が多いのが特徹
で、５７バーセントの９４件が「検閲有」である。
ところが内部に立ち人ると、検閲された多く

は米ソの原爆川発競争や国連原子力管皿案をめ

２３
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ｎ集：ブラング文Ｍ田｜・穴の１０；「

ぐる外１程報道で、広島の地元記者たちは、１９４６
乍３月２５日にビキニ環礁核実験で「原子力の漏
洩心配なし・ローズス少将談」を報じた外電が
検閲をバスしたのを皮切りに、５月１３日『ｒ爆弾
症』その後の状況はかうだ」、５月１５日「東大
原子爆弾症診療班米広」、６川１１日「原了爆州
｜その後発膏不良｜アメリカ海叩では艮崎型が
『虎の子Ｊｊとウラン型とプルトニウム型の違い
も報じる。７月１２日「数理離れたビキニ卿礁
を｜鮮やかにキャッチ｜近いテレビ火川」は、
原爆実験と平行した辿隔映像放逃＝テレビの実
川化と結びつける。
原爆投下１川年が近づくと、佃年７Ｊｊ２６１モ｜「血
力な武器としてのみに利川されている原了爆州
を食楸川産に利川したらどうか」と提案するま
でになり、８月Ｌ日「Ｊ５；ｔ-ｆ・爆弾落ちて一年｜天降
る『平和の序［１１□］、８月６月「けふぞ巡り来ぬ
平和の閔光」ｒ広、｜がｌｌ・の爆撃こそ川子時代の誕
生｜シ目米科学丿吟丿帥皿会艮の談」とＩＪ、ｌｊ１年が祀念
される。
以後のｒ中国新川Ｊは、４８乍５月４日「原子
力の５Ｆ゙ 、ｆｌｌｆｌ́ＭＩ川法、偉大な発見近し」などと、
他のＪ也方新聞や雑誌とＦ原子力へのあこがれｊ
を共有する。
●「原子力の平和利用」に託されたさまざま
な「夢」
原子力へのあこがれは、川子力発ＩＵばかりで
はなかった。自動巾・㈲川巾・船・飛行機など
交通手段の動力として、「機関車も燃料いらず、
平和のμ卜ｊリＪ時代火れば」（「九州タイムズ」川６
年１１月２７日）、「月匪界・金星旅行の夢ふくら
む、今［｜原子力の記念日］（「西日本新聞」４（いＦ
１２月３剛と夢は広がる。
ラジウム療法などは戦前から知られていたか

ら、「原子力の医学的利川」（「海外旬報」４６年６
月１０日）、「平和のための７Ｊｌｌ子力時代来る、新ラ
ジウム完成す、安匝にできるガンの治療」（「京
都新聞」４８年８月８日）はもとより、Ｆお米の
原子力時代」で農業増産（「生活科学」４６年１０
月）、「農民の少、原子力農業」（「叫るい農家」

２４

４９年６月】、はては「農家を悩ます拠風の道、
原子力で交通整理」と原子爆弾で台風の進路を
変えることさえ夢見る（『巾国新聞』４６年７月
２６日）。寒冷地北海道の科学普及協会「新生科
学」４８年１２月号は「科学の目：近く原子力暖
房」という只合である。
つまり原子力は、敗戦・復興朗の日本人の夢
だった。それは人類史を画する新しい時代とさ
れた。「糾学の友」１９４９年３月号の「進歩して
きた人飢の文化」は、旧石器時代・新石器時代・
肖銅器時代・鉄器峙代と世界史を辿り、フラン
ス革命時代・産業革命時代・大戦時代を経て、
ついに「原子力時代」に到連する。
広島と共に原羅を経験した長崎でも、「平和に
のびる原子力、破壊→幸福の力→建設、驚異。・
３００倍の熱量、航空機・自動巾・医療へ実用「ヒ」
と原爆記念日に語られる（「九州タイムズ」４９
年８月９日）。「平和のために闘う原子力」は『科
きｙニｌｉＪｊｌｉ報Ｊ４９乍４月にあり、「原子力は第２の火、

人｜ＩＭは別種の動物に進化」『ｒ長崎民友』４９乍１
Ｊｎ日）と讃えられ、原子力は「歴史を進める」
主体、「文明」「進化ＪＦ進歩」の象徴となった。
■労働組合も共産党もソ連原爆実験成功で「社
会主義でこそ平和利用」
当峙の華やかな労励運勁のなかでも、たとえ

ば仝；ＩＧ労働紺合広島郵便局支部の機関紙は
『ア１ヽム』と命名され（１９４７年９月２０日）、国
鉄労糾東京鉄道教習所「国鉄通信教育」４８年
１２月号は「第２の火の発見一原子力峙代」を
「放校」欄で論じる、宇部セメント労働組合青
年部の機関誌創刊号が「原爆」と名付けられた
のは（４９年３月１１１）、Ｆ原爆を神風にする道」
（「北日本新川」４９乍８月６日）が唱われた峙代
であるから、強力な闘争の意であろうか。北越
戸田労働組合の機関誌ｒ暁星』にもコラム「原
斟室」がみられ（４８年９月５日）。左翼・革新笏
力ほど、「原爆アレルギー」にはほど遠いようだ。
特に１９４９年は１月総選挙で共産党３５議席の
大躍進、夏に下山・三鷹・松川事件、１０月毛沢
東の中華人民共和国建国宜言、その直前にソ辿
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初の核実験成功発表である。すでに志貿義眼「原
子力と世界国家」（日本共産党出版部『新しい
ｌｔ外』４８年８月）等でＦ吐会主義の原子力］の
砂を語っていた共産党は、ｒ光から生まれた原子、
物質がエネルギ一に変わる、一度年使えるコン
ロ」（日本共産党川版部「大衆クラプ」４９年６
月号）とボルテージをあげる。その瓜点がこの
頃流布した日木共服延孚三。艮徳川球一「川爆パ
ンフ」である。
「原爆パンフ」とは、ｒ新しい吐外』１９５いＦ１
月新年号に掲収された徳剛球-「卵子趨州と世
諒皿るＪという４９年１１月１８日談謡であ
る、すぐに『原子爆州と｜ｌｔ外恐慌ｊ（水童洽）
という政治パンフレットになり、労伽紙鳶活動
家やレッドパージで職を火った人々の川で広く
読まれた。「なぜ資本主義社会では川子力を平
和的につかえないか、なぜ・ノ同川では平和的に
使えるのか、原子爆弾とＪＩＧ１４゙ ｌＥド、筏、ｌｉｌ’ｔ子爆州は、
晨大の浪費である」と闘切れよく「陸公上義の
核」の優位を説き、今日まで続くな翼版「原子
力の平恥１利川丿論のμｉ（型となった。
・徳田球-の「原爆平和利用の夢」と武谷三
男の「社会主義の夢」
それは、独占資本主義のもとてごは原子力は「動

力源としては使えず、爆州としてしか使えない」、
なぜなら原子力を動力源にすると資木主義は生。
産過剰になり世界恐慌に突人する。それに対し
てソ辿では平和産業が発展する。原世で「おお
きな河を逆の方向に流れさすとか、大きな山を
とっはらって」「これまで不毛の地といわれた
ひろい土地が、有効に使われる」。そこにｒミ
チューリンの方式で、新しい作物をどしどし適
応させてゆく。そうすると、生産力の飛躍的な
拡大となる。蒙古でもゴミの砂漠でも、新疆で
も、ヨーロッパの文川圏の何倍もあるような不
毛の土地が、原子力のおかげて、緑のしたたる
ような、ゆたかな沃野にかわっていく」「原子
力を動力として使えば、都市や工場のあらゆる
動力が原子力で動かされ」、冷暖房自在で「飛
行機、船舶その他ありとあらゆる動力として、

占７け・目卜の１，１ｊｉ１１’ｊ・，・とｒ原爆ｊ「原子力」

つかえる１「そうすると、上活必需品も、物質

の洪水みたいに、ありあまるほどつくれるｊ。
この壮大で、今なら荒唐熊稽な徳田球一の夢

には、それなりの「ｆ：Ｆ学的」寝付けがあった。

「川子核分解のときにでるエネルギーを、爆発

力つまり爆弾としてつかうだけでなく、そのエ

ネルギーを適当に人間が管理し、制御していけ

ば、りっぱにできる」という徳田球 - のアジテ
ーションの行後には、実は当時の「原子力丁解

駝の第一ん者武谷三男の１１１論的裏付けと、武谷

三男・坂川昌一・伏見康治らを含む民主主義科

学者陥会（民科）自然科学者たちの共産党支持

があった。いねば「川爆の平和利川」である。

ちょうどこの徳田談話の頃、民科技術部会主

鼎の「「１水産業の現状と技術のｉ渚闘題」と題す

る連続講演会が川かれ、平野義大郎「資木主義

？２洲Ｆ」とｐＦ学技術」、武谷三男「原子力産業と科
’：；を杖術の行方」に統き、徳ＥＴＩ以一説演「科学と

技術におけるマルクス・レーニン主義の勝利」

がもたれた。それは・ｙＪｊ鮮戦争勃発峙の１９５１年６
Ｊｊに民宮口丈術部会「資本主義法川と科学技術」

（頁麗吐）というｊ＝｝物にまとめられるが、徳田

は「先ほどの武谷先心の話」を受けて、ソ連原

爆実験成功のＦ現実ｊを語る。武谷自身は徳ＴＩ］

の よ う な 粗 野 な 原 子 力 の Ｆ 夢 」 は 語 ら な か っ

たが、「什会主義＝ソヴエ１ヽ権カプラス電化」

は武谷の「夢」であったから、徳川の話は武谷

１！ｌ！論に裏付けられ、たものとして一般に流布した。

スダーリン７０戚誕生日（１２月２１日）を祝う

国際的ソ連崇拝と毛沢東の新巾国建国が、「少」

と 「 現 実 」 の 混 湖 、 科 学 と イ デ オ ロ ギ ー の 合

体を加速した。ソ辿の原爆実験成功は、第１に

荒野の｜川墾・開発の「原爆の平和利川」として、

第２に「アメリカ帝圓主義」に対抗して第３次

世外大戦を阻止する「平和のための防術的核＝

抑止力」として位置づけられた。

かくして１９５０年１月１８日の第１８回拡大中央

委員会報告、いわゆる「コミンフォルム批判」

を受けての日木共産党の自己批刊は、冒頭「国

際的規噪で前進する人民勢力」で「ソ同川にお

２５
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特集：プラング文１１１ＱＩ‘究の１０｛｜：

ける原子力の確保は、社会主義経済の偉大な発
展を示すとともに、人民幼力に大きな確偶を
あたえ、独占資本のどうかつ政策を封殺した」
「原子力を動力源として運川する範囲を拡大し、
一般的につかえるような、発電源とすることが

できるにいたったので、もはや、おかすことの
できない革命の要塞であり、物貿的基礎となっ
ている」と宣言し、ソ辿共産党と中国共産党
に指令された朝鮮戦印後背での地下活動・軍ｌｆ
闘争に突入する。非合法化と党分裂により自滅
していくが、「原子力の平和利用」は、社会主
義革命・共産主義吐会の到米とほとんど同義の
「見果てぬ夢」として、２１吐紀まで保持される
（その詳細は、２０１１年１２月１０日同時代史学会
報告「日本マルクス主義はなぜ原子力にあこが
れたのか」で述べ、「キーワード・クラウド」
と共にウェブ」：１の「ネチズンカレッジ」に掲載
したので参照されたい、ｌｕｌｐ：／／ｍｅｍｂｅｒｓｊｃｏｍ．
ｈｏｍ四ｌｅｊｐ／ｋａｌｏｔｅ／１１！ａｒｘａｔｏｍ．ｐｄｒ）。

５「鉄腕アトム」にも「はだしのゲン」に
も通じる両義性

・原爆・原子力を中性化する「アトム」「ビカ
ドン」は漫画や物語に
しかしまだ、「原爆」やＦ原子力」の言説クラ

ウドでは、「原子力戦争は人類の破滅」（『赳刊東
洋経済』扮１９年４月２４日）、「原子力と共産比員、
使途は平牙｜｜か武Ｓか」『ｒ九州タイムズ』４９年２
月２５日）、「天国の裏は地獄である、我々は何
れを選ふか」（「農民クラプ」４９年６月）、「ソ
連の原子爆列で破争の危機緩和か、原子爆州に
使われる危険」（『週１１東洋経済』４９年１０月１５
日）などとＦ原傑の裏而の平和利用」への９Ｗ保
があり危似もされる。
占領軍ＧＨＱの検閲はあらゆる出版物に及び、

原爆を落としたアメリカヘの批判や広島・艮崎
の放射能被害の継続、内部被曝と晩成被害は隠
蔽された。「ソ連に爪爆と殺人光線」といった記
事は検閲され『ｒ京都新聞』４８年３月１１日）、
逆に「広島・長崎の収爆放射能消滅ｊというＡ

２６

Ｐｌｔｉはフリーパスである（「北ＥＭ４１１」ｌ』４８年
１０月８日）。
ところが、「ピカドン」「アトム」とカタカナ

になると、あまり抵抗感なく受け入れられたよ
うだ。カタカナの魔力は、ｒピカドンと婦人、広
島病院のお答え、不妊の心配なし、奇形児も生
まれませぬ」（「巾国新川」１９４６年７月１０日）
などと使われ、ｒ佐世保時１卜新１１Ｕ』４８年８月２
日は、原爆記念日を前に「アトムの街々」特集
を組み、「広鳥と艮崎、それは川爆の池として世
界泌視のうちに新しい平和を求めて起つところ、
人類に原子力時代到来を願って今こそ戦後の吐
外復興を」と訴える。
広鳥・長崎をＦアトム祁市」とする記事は１９４７
年から現れ、４７年１２月の昭和天皇の広鳥行幸
は、「お待ちするアトム広島ｊ（「九州タイムズ」
４７年１２月１１］）、「ピカドし／説叫行脚、天皇か
アトム広鳥に入られた感激の口」（『「１」国新聞」
４７年１２月ｎ日）のように使われる。４８年の長
崎原爆記念日は、「祈るアトム艮崎、３岡年記念、
誓も新た平和建設」と報じられた（『西日本新聞』
４８乍８月１０日）。爆心地は「仙上アトム公園」
と命名され（「熊木日日新聞」４８年８月１０日）、
「アトム公園を花の公園に」とよぴかける（ｒ長
崎民友ｊ４９年３月２４日）。
これが、こどもたちの世界では、原子力をエ
ネルギーとするロホットや怪物に化身する。幟
前「放送された遺言状」（１９２７年）から原爆を
川いてきた海町十三「川子力少弟」『ｒ子供の峙
川』４８年９月）、ｒ少年原子艇災ｊ（「小学六年の
学習Ｊ４９年４月」連載のほか、「アトム先生と
ボン君」（「こども科学教室」（４８乍５月１日）、
中野正治画「ゆめくらぶ・ミラクルアトムｊ（『漫
画少年』４８年８月２０日）、和川義三作連職マン
ガＦ空想漫画絵小説：アトム鳥２７号ｊ『ｒ口険世
界』４９年１月１日）、原研児「科学口険絵物語
アトム少乍」（『少乍少女、；ｉ’岫．Ｍ９年８月１日』と、
ほとんど無防術で「夢の原子力」へと一直線に
ワープする。かくして手塚治虫「鉄腕アトム」
（「アトム大使」１９５１年）の登場やビキニ水爆

Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ

ｒ

１

１

-
-
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｐ
ｒ

ｌ

１
̶
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ぶ
Ｉ

後の映両「ゴジラ」（１９５がＩＥ）出現は、時間の

問題だった。

■ ヒ ロ シ マ 「 あ と む 製 薬 」 の 滋 養 強 壮 薬 「 ビ

カドン」

ブラング文庫「占領期新川・雛誌情報データ
ベース」では、広告棚と広告文も始われている。

Ｄ’愛媛新川』１９４９年１Ｊ１１３日広タ：ｉに、「あとむ

製薬」から「ピカドン」という薬が売り川され
ていた。調べて見ると、「あとむ叫薬」は、１９４８
；Ｉ乙広几市安芸区に設立された薬種会社で、その

後も社名を変えて今日まで存杭している。その

１１１史によると、「あとむ製薬」は、もともと嶼方

藁から川発しており、「ピカドン」は新発売の滋

祝倣壮剤だった。

しかも「ピカドン」は、中国・四国地方の専

売特許ではなかった。ウェブ上の「お薬博物館」

には、「あとむ製薬」とは別の富山以黒部産「風

邪にピカ１ヽン」という置き薬（１包４０円）が写真

人りで収納されている。富山１１１電-ｊ１１Ｓｉｊぼにも、
「かぜに新ピカトンＭ（Ｕｅｓｈｉｎｌａ製薬所）ｊがあ

り、「かぜによくきくピカドン」をあしらった「ピ

カドン紙風船」（奈良県高市群高収町産）もある。
つまり朝鮮戦争朗の日木には、「ピカドン」（「ピ

カトン」であっても包み紙から瞭然）という薬

が、広鳥と富山から発して、当ＩＴしは普通に兄ら

れた町山の薬売りの行商を通じて全国に流通し、

占閤下目ふの情報宇ｌｌｉとｒ原鰍ｊｉｌ小子力ｊ

£
はらぐす　５７　ｔ
　ｌ
　ｌ
　ｌ
　１１０

Ｈ
Ｓ

ｒ ｙ ’ → ”

家』庭に人った。１９４５乍に広島・艮崎市民の生命

を一瞬にして耶った原爆が、５年もたたずに、そ

の強力なエネルギーゆえに日木人の健康を守り

懺 北 に す る 家 皿 皿 に 変 身 す る 。 ５ ０ 乍 代 に 人

形峠でウラン蝕脈が見つかると、Ｆウラン風呂」

から「ウラン叫菜」「ウラン饅頭」まで出Ｉ現す

る前兆である（武田敵ｒ私たちはこうして「原

発大国」を逃んだ、！中公新書、２０１１年）。

無論、「ピカドン」といえは、丸木ｆ５ｊ£里・俊人

妻の絵本『ピカドン』が想起される。１９５０乍ホ
ツダム；！１店から発行され、ＧＨＱの事後険閲によ

り発行禁止処分にあった。今日では、「ピカドン」

に原爆の悲惨や戦争の記憶をだぶらせる中沢啓

治『はだしのゲン』や被曝者肥田舜太郎医師の

回顧もある。ウェブ上の「「ピカドン」が憎い」

という小谷降登の叫びは、今でも多くの人々の

心を打つ。

同じヒロシマに発する、この「ピカドン」へ

の二眠性、-方で「ピカドン」を榊み、呪い、

他方で「ピカドン」に生命力の回復を託す心性

こそ、１９５４-５５乍に原水爆禁止運動と「原子

力の平和利川」＝原発導入を同時山発させる、

帷後日木の両義性の原型であろう。

「唯一の被鰍国」や「核アレルギー」は、そ

の後に創られる？１１１謡である。
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編築後記

【】❼ｅｌｌｇ。ｃｅＪＷ】．ｉ２は、２０匪紀メディア研究所
所長に土屋礼子氏を迎え、山本武利顧問、川崎賢子、
小林聡明の編災体制による本誌第二間の二弓日にあ
たる。昨乍度より『・ｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ』恥読会員制度を
設け、会員Ｗ川ウェブページからの冊報発信も川始
した。本誌のｐｉ行とウェプベージのｌｆａ持に関しては、
継続して文生書院のご助力をたまわり、研呪所事務
局の塙ひろ子氏が編集実務にあたってくださった。
２０１１乍３月ｌ１日には東日本大震災にみまわれ、

柵剛原発小故は現在なお収束をみていない、針り知
れない人的破害に加え、経済的打撃は大きく、出版
界も一時は紙不足で混乱した。教育や叫北の鳩にあ
っても、未什町の天災と未曾有の人災の落とした彫
はぬぐいがたい。被災者の皆様には心よりお見舞い
巾し上げたい。
ｒ¶ＩＩ・則Ｕｊ以｜降、原発安全冲話をささえて現在にいた

る新聞、ＩＶなどのマスメディアに対する６・頼は、震
災と原発事故樅道の過程で、すくなからず揺らいだ
ようにうかがわれる。今こそ、情報を批刊的に検証
するジャーナリズム精神と、継続的に歴史のなかで
事態を相対化する研究姿幼が求められている。叫と
ともに熟する成果によって、記憶の風ｒとにあらがう
ことができればと、切実に願う。２０匪紀メディア

研究所も、危艇と復興のメディアに関心を寄せつつ、
研究会と木誌編皿に力を注いだ。
今川２０世紀メデｆア研究所においては、上のよ
うな困難な状況にもかかわらず、第５９回から第６５
回まで叫究会を重ねることができた。これも多くの
皆様のご丈援の叫物と感謝したい。
一方、研究所の町志は国際的なＪｌｊｌ．；」叫究ワークシ

ョップに参両し、活動の場所を広げるよう努めてい
る。２０１２年度以昨は、高調博文氏代表の日本上而史
研究会と協力関係を持ち、共同叫呪を延めることに
なっている。今後ともインテリジェンス研究を巾心
に、プロパガンダ、検閲、東アジア・植民地・利外、

戦争・占飯川・戦後のメディアなどを主要な柱に、さ
まざまな領域の方に加わっていただき、研究会およ
び『ｌｎｔｅ』】ｉｇｅｎｃｅ』誌を実り豊かなものにしていきた
い。読者の皆様には一層のご後援、ご協力をたまわ
りますよう、編災委員会も研限にはげみたい、
なお、２０吐紀メディア研究所顧問の山木武利先班

を理小艮とするＮＰＯ法人「インテリジェンス研究
所」が２０１２乍２印こ認可され発足した。こののちは
ＮＰＯ法人が占飢川新剛・雑誌情報データベースの竹
皿などにあたることになる。こちらもあわせて皆様
にご支援いただけますよう。
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